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１．緒言 

筆者は小学校 1 年から大学 3 年の夏までプ

レーヤーとして軟式野球，硬式野球に携わって

きた．現在は，スクールサポートに行っていた

中学校の軟式野球部の外部指導者として活動

している．筆者が実際に指導していて，「言葉

では理解しているが，動作にするとできない」

という生徒が多かった．そこで言葉だけの指導

ではなく，類似した動きをすることによって実

際の動きの技術上達をはかるべきだと考えた．

本研究は打撃動作に似ていると考えたフライ

ングディスクスローを練習の中に取り入れ，打

撃動作にどのような変化が表われるのかを明

らかにすることを目的とする．  
２．研究方法 

本研究は，現在筆者が指導をしている中学校

の軟式野球部の 1 年生 3 人を対象として，対

象者 A，B，C とする．3 人に本研究で取り扱

う「フライングディスクスロー」を行った．そ

れを初回，中間，最終日と合計 3 回 VTR で「打

撃動作」と「フライングディスクスロー」を撮

影する．最終日には 3 人の対象者と指導者に

「フライングディスクスロー」をやってみて感

想，実験者の変化を聞き，指導の成果を確認す

る．そして記録した VTR 記録から実施した運

動経過の問題点を考察し，対象者，指導者の感

想をふまえ，この研究の有用性について検討す

る． 
３．結果と考察 

 引手の動き，下半身の使い方にも変化が生ま

れ良い方向に変化した．対象者 A はこの研究

を通してフライングディスクスローが上達し

た．それに伴って打撃動作のインパクトの位置

が実施前は体から遠かったのだが，実施後はイ

ンパクトの位置が体の近くに変化した．また，

課題の１つでもあった打撃動作中に肩が下が

ってしまう悪い癖も修正されていた．また，肩

が下がるのが修正されたのと同時に打撃動作

のインパクト時に手首が折れてしまう癖も修

正された．対象者 B は野球を始めて半年とま

だまだ慣れてない部分が多いだけに顧問教員

も一番成長したと言った．一番変化したのが打

撃動作のトップの位置からインパクトまでの

バットの出かたが良くなった．フライングディ

スクスローの際に回転動作と腕を上手く使え

るようになり，長い距離も簡単に投げなれるよ

うになった．その成果で打撃動作も体の回転動

作と腕をうまく使えるようになった．対象者 C
は研究初めに比べて腕の動きと体の回転が合

うようになった．その結果フライングディスク

も安定して飛ぶようになった．それと比例して

打撃動作も良くなった．対象者 C は元々打撃

動作で振りすぎるという癖があったのだが，フ

ライングディスクスローの時に真っ直ぐ飛ば

す事を意識することで徐々に修正され，打撃動

作の時に振りすぎる癖が修正された．実験者 3
人に共通して言えることは、引手の腕の動きが

良くなり、打撃動作がスムーズにできるように

なった．また，打撃動作の下半身の体重移動が

うまくなった． 
４．まとめ 

筆者は当初上半身の使い方の感覚に変化が

出るだけで，打撃動作そのものには変化はでな

いと考えていた．しかし，実際には下半身の使

い方にも変化が見られ，打撃動作そのものが上

達した．今回はフライングディスクスローでは

あったが，様々な動きに類似点があると考えて

いる．中学一年生や小学生のうちに色々な動き

の中で野球の正しい動きを身に付けさせるこ

とでその選手の将来にもつながるのではない

だろうか． 
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